
9
月
28
日
、
北
薩
森
林
管
理
署
管

内
の
嶽
山
国
有
林
（
出
水
市
）
お
よ

び
新
栄
合
板
工
業
株
式
会
社
（
水
俣

市
）
に
お
い
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
。
九
州
各
地
か
ら
21
人

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
北
薩
森
林
管
理
署
管

内
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

嶽
山
国
有
林
内
の
利
用
間
伐
事
業
実

行
個
所
を
見
学
。
作
業
道
で
は
ハ
ー

ベ
ス
タ
に
よ
る
伐
倒
・
造
材
作
業
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
、

初
め
て
見
る
高
性
能
林
業
機
械
の
作

業
風
景
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。昼

食
の
時
間
を
利
用
し
、
九
州
の

森
林
・
林
業
や
再
生
プ
ラ
ン
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
午
後
か
ら

は
、
新
栄
合
板
工
業
株
式
会
社
に
お

い
て
合
板
加
工
な
ど
に
関
す
る
説
明

を
受
け
た
後
、
工
場
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
材
を
か
つ
ら
む
き
に
し
て
単

板
に
加
工
す
る
機
械
や
、
単
板
に
接

着
剤
を
塗
り
熱
圧
す
る
機
械
な
ど
が

稼
働
し
て
い
る
様
子
を
、
参
加
者
は

興
味
深
げ
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
現
場
や
工
場
内
、
さ
ら

に
移
動
の
バ
ス
の
中
で
も
活
発
な
質

問
が
行
わ
れ
、
大
変
短
い
時
間
な
が

ら
充
実
し
た
モ
ニ
タ
ー
会
議
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
実
際

に
機
械
で
木
材
を
処
理
し
て
い
る
所

を
見
ら
れ
て
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

合
板
工
場
で
は
、
地
元
へ
の
経
済

効
果
や
雇
用
へ
の
好
影
響
な
ど
、
成

果
を
知
り
う
れ
し
く
感
じ
た
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
を
初
め
と
し
て
、

広
く
森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報
の

発
信
や
国
民
か
ら
の
意
見
の
聴
取
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
室
）
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北
薩
森
林
管
理
署
管
内
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概
要
に
つ

い
て
説
明
を
聞
く
モ
ニ
タ
ー
の
み
な

さ
ん
＝
北
薩
署



【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
講
師

に
環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存

推
進
委
員
の
乙
益
正
隆
氏
を
迎
え
、

「
市
房
神
社
周
辺
で
見
ら
れ
る
植
物
」

と
題
し
、
市
房
杉
で
有
名
な
球
磨
郡

水
上
村
の
市
房
神
社
ま
で
の
表
参
道

を
散
策
す
る
「
人
吉
・
球
磨
自
然
観

察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
地
方
で

し
か
生
殖
し
て
い
な
い
珍
し
い
植
物

と
球
磨
地
方
の
民
族
的
な
風
習
も
交

え
た
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
興
味

深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
60
人
の
参
加
者
で
集
合
し
た
時

は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
雨
具
を

身
に
つ
け
て
の
散
策
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
房
神
社
で
の
昼
食
時
に
は
青

空
も
見
え
始
め
最
後
ま
で
全
員
元
気

い
っ
ぱ
い
散
策
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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田
野
・
屋
敷
合
同
森

林
事
務
所
の
南
側
に
そ

び
え
る
鰐
塚(

わ
に
つ

か)

山
は
標
高
１
１
１

８
㍍
、
宮
崎
市
（
旧
田

野
町
）
、
日
南
市
（
旧

北
郷
町
）
、
三
股
町
の
境
に

位
置
す
る
鰐
塚
山
系
の
最
高

峰
で
す
。
古
事
記
に
登
場
す

る
、
海
神
の
国
を
訪
れ
た
山

幸
彦
を
地
上
へ
送
っ
た
鰐

(

わ
に)(

サ
メ)

の
塚
が
名
称

の
由
来
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

田
野
町
側
か
ら
尾
根
伝
い

の
登
山
道
で
は
、
ア
カ
ガ
シ
、

タ
ブ
ノ
キ
な
ど
照
葉
樹
林
を

特
徴
づ
け
る
樹
種
の
他
、
イ

ワ
ザ
ク
ラ
な
ど
鰐
塚
を
南
限

と
す
る
植
物
も
見
ら
れ
、
新

種
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

頂
上
は
、
天
気
が
良
け
れ

ば
綾
の
大
森
岳
や
佐
土
原
町

方
面
ま
で
一
望
で
き
る
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
山
頂
ま
で

舗
装
道
路
も
敷
か
れ
て
お
り

車
で
の
登
頂
も
可
能
で
す
。

鰐
塚
山
は
、
田
野
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
人
々
の
生
活
と
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
湿
っ

た
東
風
は
周
辺
に
年
間
３
０

０
０
㍉
の
雨
を
も
た
ら
し
、

日
照
・
土
壌
条
件
が
加
わ
り

山
麓
部
で
は
ス
ギ
の
生
育
が

著
し
い
で
す
。
冬
の
乾
い
た

西
風
は
凍
て
つ
く
鰐
塚
お
ろ

し
と
な
り
、
大
根
を
干
す
や

ぐ
ら
の
組
立
作
業
が
冬
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
民
に
と
っ
て
も
重
要
な

山
で
、
地
勢
を
活

か
し
各
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
局
の
ア
ン

テ
ナ
や
官
公
庁
の

防
災
無
線
が
設
置

さ
れ
、
宮
崎
県
の

人
口
密
集
地
域
の
大
半
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

鰐
塚
山
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
出
来
事
が
、
平
成
17
年

９
月
に
来
襲
し
た
台
風
14
号

で
す
。
４
日
間
で
１
０
０
０

㍉
を
超
え
る
降
雨
に
よ
り
発

生
し
た
大
規
模
な
山
腹
崩
壊

は
、
周
辺
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
。防

災
と
山
の
復
元
を
目
的

に
治
山
事
業
が
進
め
ら
れ
、

崩
壊
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
数
々

の
治
山
ダ
ム
は
、
見
本
市
さ

な
が
ら
の
様
相
で
す
。

緑
の
復
元
へ
向
け
「
宮
脇

方
式
」
を
参
考
に
し
た
広
葉

樹
の
植
林
も
試
験
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
登
山
口

付
近
の
道
路
沿
い
に
解
説
板

が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

登
山
＋
α
を
楽
し
み
た
い

そ
こ
の
貴
方
、
秋
の
休
日
を

澄
ん
だ
空
の
鰐
塚
山
で
過
ご

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

宮
崎
森
林
管
理
署

屋
敷
森
林
事
務
所

森
林
官

氏
橋

亮
介

事務所から見上げた鰐塚山（（上）山頂の様子・（下）治山工事堰堤）

山頂からは旧田野町と遠くは宮崎市内が一望できる

観察会を終え参加者全員で記念撮影＝熊本南部



熊
本
市
立
京
陵
中
学
校
お
よ
び
北

部
中
学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

「
ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
事
業
」
（
職
場
体

験
学
習
）
が
９
月
６
日
～
８
日
ま
で

の
３
日
間
行
わ
れ
、
中
学
２
年
生
の

生
徒
９
人
（
京
陵
４
人
、
北
部
５
人
）

が
森
林
管
理
局
で
職
場
体
験
を
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
「
心
身
と
も
に
大

き
く
成
長
す
る
中
学
生
の
時
に
、
地

域
や
自
然
の
中
で
職
場
体
験
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、

子
ど
も
の
勤
労
観
・
職
業
観
や
感
謝

す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

み
、
『
生
き
る
力
』
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
中
学
２
年
生
を
対
象

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

１
日
目
は
、
熊
本
市
の
小
萩
国
有

林
で
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
森
林

調
査
（
測
量
）
を
実
施
。
局
で
パ
ソ

コ
ン
処
理
を
し
、
面
積
を
求
め
る
な

ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
南
阿
蘇
の
外
輪
山
に

位
置
す
る
大
野
国
有
林
で
、
国
有
林

の
役
割
や
自
然
観
察
な
ど
を
体
験
。

３
日
目
は
、
森
林
管
理
局
で
九
州

国
有
林
の
特
徴
や
国
有
林
の
仕
事
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
広
報
紙
作
成
に

取
り
組
み
、
３
日
間
の
職
場
体
験
学

習
を
終
え
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
働
く
こ
と
の
大
変

さ
を
学
び
、
両
親
へ
感
謝
の
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
将
来
、
こ
の

よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
な
ど
お
礼
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
国
際
森

林
年
を
踏
ま
え
て
、
小
中
学
校
児
童
・

生
徒
に
、
森
林
の
働
き
や
役
割
、
森

林
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
樹
木

へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

９
月
16
日
鹿
児
島
市
立
広
木
小
学
校

５
年
生
を
対
象
に
森
林
環
境
教
育
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
久
保
田
修

流
域
管
理
調
整
官
が
森
林
の
循
環
や

木
材
の
利
用
に
つ
い
て
話
を
し
た
後
、

12
班
に
分
か
れ
本
立
て
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
鋸
目
が
曲
が
っ
た
り

釘
が
木
か
ら
は
み
出
た
り
四
苦
八
苦

で
し
た
が
、
児
童
ら
は
汗
を
か
き
な

が
ら
「
世
界
に
一
つ
の
本
立
て
」
の

完
成
に
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
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本
村
は
沖
縄
本
島
の
県
都
那
覇
市

の
西
方
32
㎞
に
20
余
り
の
島
々
か
ら

な
る
慶
良
間
諸
島
の
中
の
最
大
の
島

が
渡
嘉
敷
村
で
す
。
無
人
島
を
含
め

た
村
の
面
積
は
１
９
２
０
㌶
で
民
有

林
面
積
は
１
７
１
５
㌶
、
国
有
林
面

積
６.

３
㌶a

（
不
要
存
置
林
野
）
で

あ
り
村
内
の
面
積
に
占
め
る
森
林
率

は
89
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
人
工
林
面
積
３
３
０
㌶
で
あ
り
人

口
林
率
は
19
％
で

県
平
均
の
14
％
よ

り
高
い
。
人
工
造

林
の
推
進
及
び
住

宅
周
辺
の
森
林
保

全
整
備
を
積
極
的

に
行
い
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
を
総
合
的
か
つ
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ

た
整
備
を
行
う
観
点
か
ら
、
森
林
を

「
水
土
保
全
林
」
「
森
林
と
人
の
共

生
林
」
「
資
源
の
循
環
利
用
林
」
に

区
分
し
て
目
的
に

沿
っ
て
育
成
単
層

林
施
業
・
天
然
林

施
業
を
目
的
に
実
施
し
、
望
ま
し
い

森
林
資
源
の
姿
に
誘
導
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

我
が
村
は
面
積

が
狭
小
の
割
に
山

が
高
く
森
林
面
積

は
広
い
、
そ
の
た

め
水
資
源
が
豊
富

で
す
。
琉
球
王
朝

時
代
に
は
沖
縄
本

島
南
部
地
域
に
生

活
用
の
薪
を
長
い

間
移
出
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
四
方
海
に
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
生
活
の
糧
を
海
に
求
め
て
い
た
。

明
治
30
年
代
か
ら
鰹
業
の
創
業
が
始

ま
り
村
の
経
済
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

鰹
節
の
製
造
に
は
豊
富
な
薪
と
水
が

不
可
欠
で
あ
り
本
村
の
山
林
と
豊
か

な
水
資
源
の
お
か
げ
で
鰹
業
が
村
一

大
産
業
に
発
展
し
ま
し
た
。
特
に
琉

球
松
は
、
鰹
節
の
燻
製
に
も
っ
と
も

適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
本

村
の
山
林
の
７
割
は
琉
球
松
で
、
村

木
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
の
10
月
７
日
に
は
、
村
内
有

数
の
観
光
名
称
で
あ
る
「
阿
波
連
ビ
ー

チ
」
の
国
有
林
内
に
お
い
て
国
際
森

林
年
の
一
環
と
し
て
植
樹
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
植
樹
祭
に
村
と
し

て
も
全
面
的
に
協
力
し
、
ま
た
、
こ

れ
を
契
機
に
衰
退
し
て
貴
重
な
山
林

水
源
を
活
か
し
た
産
業
を
お
こ
せ
な

い
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沖縄県 渡嘉敷村

村 長

座間味 昌茂 さん

森林GISを体験し森林調査をする中学生

本立て作りに挑戦する児童ら＝鹿児島



熊
本
県
が
地
域
林
業
実
践
体
験
推

進
事
業
を
委
託
し
て
い
る
水
俣
芦
北

森
林
組
合
の
依
頼
で
、
熊
本
県
立
芦

北
高
等
学
校
林
業
科
２
年
生
７
人
を

対
象
に
監
物
台
樹
木
園
に
お
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
同
校
の
先
輩
で
あ
る

迫
口
親
経
理
課
長
が
「
先
輩
の
は
な

し
」
と
し
て
、
就
職
し
て
か
ら
の
国

有
林
の
移
り
変
わ
り
や
職
場
環
境
、

業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
報
主
任
官
が

「
国
有
林
の
役
割
と
森
林
管
理
局
の

組
織
」
に
つ
い
て
説
明
。

午
後
か
ら
は
、
樹
木
園
内
の
樹
木

に
つ
い
て
、
構
造
や
特
徴
な
ど
の
説

明
。
生
徒
ら
は
真
剣
な
表
情
で
樹
木

を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
研
修
生
か
ら
、
「
樹
木
の

特
徴
が
よ
く
理
解
で
き
、
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
体

験
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。
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少
年
期
の
頃
、
自
宅
は
豆
腐
製

造
を
両
親
が
営
ん
で
い
た
の
で
、
日

曜
日
に
な
る
と
母
か
ら
弁
当
を
作
っ

て
貰
い
、
終
日
山
林
で
燃
料
と
な
る

焚
物
取
り
を
し
た
。
焚
物
は
父
が
手

車
で
取
り
に
来
て
、
疲
れ
た
だ
ろ
う

と
褒
め
て
く
れ
た
事
が
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
故
郷
を
離
れ
て
地
方
公

務
員
の
土
木
技
術
吏
員
を
拝
命
し

て
、
山
林
の
道
路
測
量
に
携
わ
っ

た
。
新
婚
後
間
も
な
く
単
身
生
活

と
な
る
が
、
山
で
新
鮮
な
空
気
を

思
う
存
分
吸
い
、
単
身
生
活
の
心

身
を
癒
し
て
く
れ

た
森
林
が
と
て
も

大
好
き
で
し
た
。

退
職
後
は
平
成

４
年
度
鹿
児
島
県
の
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
第
１
期
生
と
し

て
資
格
を
取
得
。
さ
ら
に
平
成
６
年

度
緑
化
活
動
推
進
員
を
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
国
有
林
事
業
な
ど
の

活
動
に
役
た
て
ば
と
思
い
、
今
回
、

モ
ニ
タ
ー
へ
応
募
し
ま
し
た
。

自
然
や
生
物
を
愛
す
る
心
、
あ
わ

せ
て
親
孝
行
の
精
神
も
大
切
と
の
思

い
か
ら
緑
の
少
年
団
の
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

私
の
町
で
は
、
毎
年
、
恒
例
の
二

日
市
商
が
あ
り
、
街
頭
で
緑
の
少
年

団
と
緑
の
募
金
活
動
や
チ
ラ
シ
配
布

を
15
年
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
植
樹
祭
に
も
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
た
。
同
町
の
鎮
守

の
杜
の
参
道
や
運
動
公
園
周
囲
の
サ

ク
ラ
の
木
は
、
私
が
在
職
中
に
植
樹

を
し
ま
し
た
。
15
年
以
上
経
っ
た
現

在
、
桜
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
地
域
の

方
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
森
林
資
源
は
総
体
的
に
未

成
熟
の
段
階
で
あ
り
、
ま
た
、
林
道

や
作
業
道
な
ど
基
盤
整
備
が
十
分
で

な
い
た
め
、
資
源
と
し
て
成
熟
段
階

と
な
っ
た
森
林
も
林
業
と
し
て
輸
入

材
と
太
刀
打
ち
出
来
る
木
材
生
産
が

行
え
な
い
現
状
で
す
。
ま
た
、
急
峻

な
地
形
は
林
業
労
働
安
全
性
の
向
上

や
伐
採
作
業
の
生

産
性
を
高
め
る
一

つ
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
は
、

一
層
の
林
業
機
械
化
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林
業
は
植
え
付
け
に
始
ま
り
、
下

刈
り
除
伐
な
ど
の
保
育
を
長
年
に
わ

た
り
行
い
、
成
林
後
は
伐
採
し
て
木

材
を
生
産
し
ま
す
。
そ
し
て
、
伐
採

跡
地
に
再
び
植
林
を
行
う
循
環
的
な

人
為
の
働
き
か
け
で
森
林
を
更
新
し
、

森
林
の
も
つ
水
資
源
か
ん
養
、
国
土

保
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
山
村
で
の
薪
炭
生
産
は
、

壊
滅
的
に
な
り
、
高
齢
化
が
進
む
林

業
生
産
低
迷
の
一
因
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
豊
か
な
生
活
が
享
受
出
来
る

よ
う
社
会
経
済
的
条
件
整
備
が
森
林

管
理
上
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
国
産
材
の
自
給
率
向
上

の
た
め
私
達
国
民
が
協
力
し
、
山
村

の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
間
伐
や
作

業
道
開
設
な
ど
森
林
の
維
持
管
理
、

コ
ス
ト
縮
減
や
国
産
材
の
競
争
力
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
森
林
資
源
を
利
用
し

て
、
素
晴
ら
し
い
森
に
す
る
事
こ
そ

が
我
等
の
努
め
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
県
南
九
州
市
在
住
）

大薗 良一さん

迫口親経理課長から話を聞く生徒ら＝監物台樹木園

木材は人と環境に優しい資材です。木を
伐って、それを暮らしの中で使うことで、
「植える」「育てる」「収穫する」「上手
に使う」という森の健康なサイクルを作り
出します。

木材の利用を推進することは林業および
木材産業の活性化のみならず、森林の多面
的機能の発揮や地球温暖化防止、資源循環
型社会の形成に貢献します。

このため、林野庁では、平成17年度から
国産材利用の意義を広め、利用を拡大して
いくための国民運動として「木づかい運動」
を展開しており、平成23年度においても10
月を「木づかい推進月間」として、国産材
のさまざまな普及啓発活動を行うとともに、
今年の国際森林年と連携した取り組みを実
施することとしています。詳しくは林野庁
ホームページをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/ri
you/110930.html



近
畿
地
方
を
襲
っ
た
、
台
風
12
号

の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
大
規
模

な
山
地
崩
壊
な
ど
が
多
数
発
生
し
た

奈
良
県
へ
の
災
害
調
査
支
援
を
行
う

た
め
、
９
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で
の

５
日
間
、
「
山
地
災
害
対
策
緊
急
展

開
チ
ー
ム
」
の
一
員
と
し
て
治
山
課

山
下
正
設
計
指
導
官
が
現
地
調
査
に

従
事
し
ま
し
た
。

こ
の
山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー

ム
に
は
、
九
州
森
林
管
理
局
の
ほ
か

北
海
道
森
林
管
理
局
・
中
部
森
林
管

理
局
・
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
の
治

山
技
術
者
４
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
奈
良
県
職
員
と
チ
ー

ム
を
組
み
、
県
が
実
施
す
る
災
害
関

連
緊
急
事
業
（
治
山
・
地
す
べ
り
）

の
申
請
に
係
る
調
査
測
量
な
ど
に
対

す
る
技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
担
当
＝
治
山
課
）

10
月
１
日
付
林
野
庁
長
官
発
令

林
野
庁
林
政
課
管
理
官
（
兼
林
政
課

課
長
補
佐
（
人
事
総
括
）
）

山
元
康
則
（
総
務
部
長
）

総
務
部
長

竹
花
祐
治
（
林
野
庁
管
理
課
監
査

官
兼
職
員
・
厚
生
課
）

10
月
１
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

企
画
調
整
室
企
画
調
整
係
長

氏
橋
亮
介
（
宮
崎
署
）

宮
崎
北
部
署
森
林
育
成
係
長

梅
木
剛
（
経
理
課
）

宮
崎
署
森
林
官

阿
部
夏
子
（
宮
崎
北
部
署
）

経
理
課
係
員

中
村
英
之
（
治
山
課
）

林
野
庁
出
向

齋
藤
絵
里
（
企
画
調
整
室
）
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昨
年
は
、
国
際
生
物
多
様
性
年
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
業
務
の
中
で
、

生
物
多
様
性
と
森
林
の
か
か
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
調
べ
る
う
ち
に
「
カ
ブ

ト
ム
シ
デ
ィ
フ
ェ
ン
シ
ン
」
と
い
う

言
葉
に
行
き
当
た
っ

た
。「

カ
ブ
ト
ム
シ

デ
ィ
フ
ェ
ン
シ
ン
」

と
は
日
本
の
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
の

体
内
に
存
在
す
る
抗
菌
性
ペ
プ
チ
ド

（
ア
ミ
ノ
酸
の
化
合
物
）
で
、
が
ん

細
胞
に
の
み
細
胞
毒
性
を
持
つ
こ
と

か
ら
副
作
用
の
な
い
画
期
的
な
抗
が

ん
剤
と
し
て
、
臨
床
利
用
に
向
け
た

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
ボ
ル
ネ
オ
で
は
エ
イ
ズ
の

特
効
薬
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
植
物

が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。

生
物
多
様
性
と
は
簡
単
に
言
え
ば

生
態
系
、
種
、
遺
伝
子
の
レ
ベ
ル
で

い
ろ
ん
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
存
在
す

る
こ
と
の
よ
う
だ
。
い
っ
ぱ
い
あ
る

か
ら
こ
そ
人
類
は
そ
こ
か
ら
多
く
の

恵
み
を(

生
態
系
サ
ー
ビ
ス)

を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
生
物
多
様
性
の
危
機
は
人
類
存

続
の
危
機
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
あ

ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
、
無
数
に
い
る

動
物
や
植
物
、
昆
虫
が
少
し
く
ら
い

絶
滅
し
て
も
自
分
に
は
影
響
な
い
、

と
い
う
の
が
普
通
の
認
識
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ボ
ル
ネ

オ
の
植
物
の
話
は
ほ
ん
の
一
例
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
話
を
聞
く
と
、
生
物
多

様
性
に
よ
る
恵
み
が
人
類
の
存
続
に

関
係
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
な
ん

と
な
く
理
解
で
き
る
。そ

し
て
地
球
の

生
物
の
約
８
割
が

森
林
に
生
息
・
生

育
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
う
す
る
と
森
林
の
危
機
は
生

物
多
様
性
の
危
機
に
繋
が
り
人
類
存

続
の
危
機
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
や
は
り
森
林
は
大
切
に

し
、
守
っ
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
。指

導
普
及
課
長

石
神
智
生

計

画

課

長

年

齢

46
歳

出
身
地

大
分
県

抱

負

初
め
て
の
九
州
局
勤

務
で
す
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

四
半
世
紀
ぶ
の
九
州
入
り
）
。

九
州
国
有
林
が
日
本
の
森
林
・

林
業
再
生
の
牽
引
役
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

かわの ひろゆき

河野 裕之

各
局
か
ら
参
加
し
た
「
山
地
災
害
対
策

緊
急
展
開
チ
ー
ム
」
の
み
な
さ
ん

台風12号による奈良県野迫川村の山腹崩壊状況



【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
日
向

市
立
財
光
寺
南
小
学
校
５
年
生
の
児

童
72
人
を
対
象
に
、
森
林
環
境
教
育

「
お
届
け
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
「
シ
カ
と
森
林
の
カ
ー
ド
」

を
使
っ
て
、
森
を
つ
く
る
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
。
児
童
ら
は
ゲ
ー
ム
を
通
じ
、

森
林
の
現
状
と
シ
カ
の
食
害
に
よ
る

森
林
被
害
の
深
刻
さ
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
ら
は
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
大
野
裕
さ
ん
と
岡
崎
和

代
さ
ん
の
説
明
で
校
庭
に
あ
る
樹
木

の
材
幹
や
枝
葉
に
触
れ
た
り
、
匂
い

を
嗅
い
だ
り
し
て
木
の
名
前
や
特
徴

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
丸

太
切
り
体
験
で
は
初
め
て
の
児
童
も

多
く
、
一
生
懸
命
挑
戦
し
、
森
林
環

境
に
つ
い
て
学
べ
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。
財
光
寺
南
小
学
校
で
は
当
講

座
は
、
９
回
目
。
今
後
も
、
森
林
の

大
切
さ
や
楽
し
さ
を
児
童
ら
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
環
境

省
の
絶
滅
危
惧
Ⅰ
種
で
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
法
律
で
採
取
を

厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
ゴ
イ
シ

ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
」
の
生
態
に
関
す
る

学
習
会
を
水
上
村
キ
ャ
ン
プ
場
で
行

い
、
地
元
の
小
学
生
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
約
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
九
州
大
学
名
誉
教

授
の
三
枝
豊
平
名
誉
教
授
を
迎
え
、

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫
が
食

べ
る
シ
シ
ン
ラ
ン
の
花
や
貴
重
な
蝶

の
保
護
活
動
の
重
要
性
の
説
明
が
あ

り
、
国
内
で
は
、
唯
一
山
都
町
の
内

大
臣
峡
と
水
上
村
の
み
で
し
か
観
察

さ
れ
な
い
た
め
、
国
有
林
が
実
施
し

て
い
る
保
護
管
理
業
務
の
必
要
性
を

十
分
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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ク
ヌ
ギ
は
キ
ノ
コ
の
原
木
と
解
説

す
る
必
要
は
な
い
ほ
ど
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
原
木
の
ク
ヌ
ギ

は
、
ぼ
う
芽
（
脇
芽
）
を
育
て
１
５

年
程
度
で
原
木
と
し
て
利
用
さ
れ
、

里
山
の
代
表
選
手
で
し
た
。

ド
ン
グ
リ
を
拾
っ
た
と
こ
ろ
に
行
っ

て
、
翌
年
、
再
度
拾
う
と
行
っ
た
が

全
然
無
く
て
不
思
議
だ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ク
ヌ
ギ
は
２
年
か

か
っ
て
ド
ン
グ
リ
に
な
り
ま
す
。

ク
ヌ
ギ
林
は
夏
休
み
に
な
る
と
子

供
た
ち
の
虫
取
場
（
カ
ブ
ト
ム
シ
、

ク
ワ
ガ
タ
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

立
ち
木
の
ク
ヌ
ギ
に
、
蛾
（
ボ
ク

ト
ウ
ガ
）
の
幼
虫
が
穴
を
開
け
、
入

り
口
周
辺
を
磨
き
、
樹
液
を
出
さ
せ

て
餌
と
な
る
虫
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
虫
が
集
ま
る
の

で
す
。
蛾
の
幼
虫
が
カ
ブ
ト
ム
シ
、

ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
大
型
昆
虫
を
食
べ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ヌ
ギ
と
ク
リ
の
判
別
は
相
当
に

む
ず
か
し
い
で
す
。
葉
の
鋸
歯
の
出

方
と
葉
裏
の
腺
点
を
確
認
す
る
こ
と

で
判
別
で
き
ま
す
。
ク
ヌ
ギ
は
鋸
歯

の
刺
は
、
葉
脈
か
ら
続
い
て
直
線
に

突
き
出
す
よ
う
に
出
て
お
り
、
刺
に

葉
肉
が
無
く
、
葉
裏
に
は
腺
点
（
ク

リ
に
は
黄
色
の
腺
点
）
が
あ
り
ま
せ

ん
。
樹
木
園
の
奥
ま
っ
た
東
側
に
ク

ヌ
ギ
と
ク
リ
が
隣
同
士
に
あ
り
ま
す
。

葉
の
見
分
け
方
に
挑
戦
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

夏
を
過
ぎ
る
と
読
書
や
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
季
節
に
な

る
▲
最
近
、
知
人
と
の
ひ
ょ
ん
な
会

話
か
ら
英
語
本
を
購
入
す
る
羽
目
と

な
っ
た
が
、
小
生
こ
れ
ま
で
「
マ
ン

ガ
本
」
な
る
も
の
を
購
入
し
た
こ
と

が
な
い
。
巷
で
は
熊
本
出
身
の
作
者

が
描
く
、
海
賊
た
ち
が
覇
権
を
賭
け

て
争
う
海
洋
冒
険
の
マ
ン
ガ
本
が
話

題
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ロ
ン
グ
ラ
ン

に
は
何
か
秘
密
が
・
・
▲
な
ん
と
マ

ン
ガ
に
は
読
者
が
次
の
ペ
ー
ジ
を
読

み
た
く
な
る
よ
う
に
、
め
く
る
ペ
ー

ジ
の
左
下
の
最
後
の
コ
マ
に
、
期
待

を
抱
か
せ
る
よ
う
な
コ
マ
を
使
う
テ

ク
ニ
ッ
ク
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
専

門
用
語
で
「
引
き
」
と
言
う
そ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
善
し
悪
し
が
本
の
人

気
に
影
響
す
る
そ
う
で
あ
る
▲
ス
ポ
ー

ツ
の
１
つ
ゴ
ル
フ
。
専
門
用
語
で

「
バ
ー
デ
ィ
」
は
小
鳥
全
般
を
指
し
、

「
イ
ー
グ
ル
」
は
鳥
名
と
の
こ
と
。

グ
リ
ー
ン
上
で
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら

の
声
も
格
別
で
あ
ろ
う
が
、
森
林
で

の
鳥
の
声
も
格
別
。
是
非
、
森
林
に

も
お
出
か
け
頂
き
た
い
▲
さ
て
さ
て

小
生
、
「
み
ど
り
の
散
歩
路
」
に
何

度
か
登
場
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
次

回
号
の
ア
ク
セ
ス
数
に
影
響
す
る
本

欄
の
「
引
き
」
。
善
し
悪
し
が
い
さ

さ
か
気
に
な
っ
て
い
る
。
（
た
）
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